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R8 意識開発

◎民間企業等の若手社員と
道の若手職員との相互啓発

民間企業と行政の若手同士が交流し、お互いの考え方や仕事の進め方を理解
し合い、視野を広げる。

目 標

講義やグループ討議を通じて、民間ならではの発想や視点を学び、自分の仕
事に活かせるヒントを見つける。

ポ イ ン ト

２日間
①１０月２７日（火）～１０月２８日（水）道庁別館９階 第２研修室
②１１月１６日（月）～１１月１７日（火）道庁別館９階 第１研修室

係長（同相当職）、２５歳以上の一般係員対 象

株式会社インソース講師 青野祐一

各回１０名（他道職員、民間企業社員各１０名）

全２回（※道職員、民間企業社員との合同研修）

講 師

定 員

日 程

受講者の声

標 準 日 程

集合

内容

１．「発想力」が求められる理由を考える

２．「発想」のプロセス

３．日頃から養うべき視点

４．発想の出し方～「テーマ（問題発見）」と「発散」

５．とにかく発想する

６．総合演習

・研修報告書作成
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開
講

「発想力」が求められる理由を 考
える、「発想」のプロセス

日頃から養うべき視点、
発想の出し方～「テーマ（問題発見）」と「発散」

とにかく発想する、総合演習
閉
講

・民間企業の方が「いやなもの」を「楽しいことにする」のが発想であると
発言されて、考えることに対しての意識の高さを実感させられた。

・様々なアイデア発想法を知識として得ることができ、ワークを通して経験
することができたため、実務に直結すると感じた。

・グループワークを通じて、発想力の大切さや、発想力を養うためのビジネ
ススキルについて学ぶ貴重な経験ができ、普段の業務では気がつかない視点
や、日々の情報収集の大切さを知ることができた。
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